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15．環境科学技術研究所 

 

（１）研究活動 
【現状の説明】 

 本環境科学技術研究所は、福岡大学学外機関等共同研究取扱いに関する規程に基づき、平成 12

年（2000年）7月 1日に設置された。研究所の設立目的を要約すると「学内外の知的資源の有機的

結集・連携により、現代社会が直面している環境問題に関する理工学的諸課題の解決の方策を提示

するとともに、環境に関する科学・技術の高度化、総合化に資する」となる。研究所の役割として、

北部九州地域のベンチャー企業への研究支援を行うことと、一方で中央の大企業との共同研究を積

極的に展開すること、これらの研究活動を通して社会と大学の接点を築くことを重要課題としてこ

れまで運営されてきた。この目的に従い、約 7年間の活動を行ってきたが、その実績を以下に述べ

る。 

 本研究所の設立は、本学で開発したチタニア水溶液と深く関連している。世界に先駆けて、酸化

チタンの水溶液化を実現させたことにより、旭化成工業（化学・システム研究所）の提案により、

本研究所所長を運営リーダーとしてチタニア応用研究会が創設されたのが平成 12年 1月であった。

従って、酸化チタンに特化された研究課題を中心に活動してきた。平成 17年には、大学発ベンチャ

ー事業組合として、チタニア総合科学技術有限事業組合を設立、登記した。 

 以下に、これまで展開してきた共同研究の課題を Iに示す。また、これまでに取得した特許を使

用してのプロセス開発、新規材料開発のための共同研究（研究助成金による技術指導を含む）が主

たるものであるため、取得特許（公開を含む）の一覧を IIに示す。 

 

 I.  平成 12年以降の光触媒関連共同研究の概要（共同研究機関、団体名） 

1．2000年：光触媒と微生物の組合せによる効果的脱臭システムの開発と実証（鶴見曹達） 

2．2000年：光触媒技術を利用した防汚、環境浄化技術の高度化及びその評価（バウ建設） 

3．2001〜2002年：紙や布への光触媒応用（リーテック） 

4．2001〜2002年：有機系廃棄物を資源とした再生発泡材製造装置の開発（パンテクノ） 

5．2001年：光触媒溶液の製造法（サンデコール、二瀬窯業） 

6．2002〜2005年：漆喰壁材への光触媒応用技術に関する研究（田川産業） 

7．2003〜2005年：光触媒技術（キューキ） 

8．2003年〜：光触媒の可視光機能開発（ノースウェスタン大学） 

9．2005〜2007年：冷却水循環システムのレジオネラ対策の為の光触媒装置 

         （石橋製作所、福岡県産業技術センター、九州大学） 

10．2006年：酸化チタン光触媒の工業的製造法と品質管理法の確立（鶴見曹達） 

11．2006年：光触媒の工業的製造法（アサカ理研工業） 

12．2007年：排気処理装置/スカバンジャーの開発（安河産業） 

 

 

 

 

Ⅳ．教育研究施設・付置研究所　環境科学技術研究所

─  677 ─



─  678 ─

Ⅳ．教育研究施設・付置研究所　環境科学技術研究所 Ⅳ．教育研究施設・付置研究所　環境科学技術研究所

─  679 ─



─  678 ─

Ⅳ．教育研究施設・付置研究所　環境科学技術研究所 Ⅳ．教育研究施設・付置研究所　環境科学技術研究所

─  679 ─



─  680 ─

Ⅳ．教育研究施設・付置研究所　環境科学技術研究所 Ⅳ．教育研究施設・付置研究所　環境科学技術研究所

─  681 ─



─  680 ─

Ⅳ．教育研究施設・付置研究所　環境科学技術研究所 Ⅳ．教育研究施設・付置研究所　環境科学技術研究所

─  681 ─


